
株主の皆さまへ
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財務ハイライト

　平素は格別のご支援 ･ご協力をいただき心より厚く御礼申しあ
げます。
　ここに当社の第89期上半期における事業のご報告をお届けす
るにあたり、ご挨拶を申しあげます。
　当第２四半期累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）
における北海道の経済環境は、新型コロナウイルス感染症対策が
進み経済活動の制限が緩和され、緩やかな持ち直しの動きが見
られたものの、世界的なインフレや円安の進行及び地政学リスク
等もあり、先行き不透明な状況が続きました。当業界におきまし
ては、お客様の節約志向が強まる市場環境のなか、主原料の小
麦粉や糖類、包材等の原材料価格や、天然ガス、電気等のエネ
ルギーコストの上昇もあり、厳しい経営環境となりました。

　このような情勢下におきまして、当社は、「おいしく、北海道らしく。」の方針と、日々お客様へ安全・安心な製品を
安定して供給する使命に基づき、科学的根拠に基づく感染防止対策に全社を挙げて取り組みつつ、日常業務の着実な
遂行に努めてまいりました。また、各種コストの高騰を受けて、本年７月から食パンと一部の菓子パンの価格改定を実
施するとともに、和菓子、洋菓子を含めて、お客様のニーズに沿った高付加価値製品やお買い得感のある製品を積極的
に展開したことにより業績は堅調に推移しました。

※ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を22年３月期の期首から適用しており、21年３月期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準
等を遡って適用した後の指標等となっております。

代表取締役副社長
酒井　光政

代表取締役社長
吉田　勝彦

証券コード：2218



　製品別の売上状況につきましては、食パン部門は、主力の「絹
艶」シリーズにおいては、7月に新製品「絹艶 山型」を投入し
品揃えを強化して拡販を図ったほか、「イギリス食パン」が堅
調に推移し、前年同期の売上を上回りました。菓子パン部門
は、主力の「北の国のベーカリー」シリーズ、「The Takasui」
シリーズのドーナツ新製品が寄与したほか、値頃感のある複数
個入り製品等を積極的に拡販し、前年同期の売上を上回りま
した。和菓子部門は、北海道産原料を使用したロングライフ
製品「福かまど」シリーズが伸長するとともに、“しっとり食感”
を追求した「極

きわみ

」シリーズ新製品の饅頭や蒸しパンの寄与もあ
り、前年同期の売上を上回りました。洋菓子部門は、「北海道
牛乳のレアチーズケーキ」シリーズやロールケーキ等のチルド製
品が好調に推移しましたが、常温スナックケーキ類の伸び悩み
もあり、前年同期の売上を下回りました。調理パン・米飯部門は、
主力の「絹艶サンド」が好調に推移したほか、おにぎり、寿司や
丼もの製品も堅調に推移し、前年同期の売上を上回りました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、
売上高は8,631百万円（対前期比101.7％）、営業利益は
142百万円（対前期比102.4％）、経常利益は171百万円（対
前期比121.0％）、四半期純利益は109百万円（対前期比
110.3％）となりました。

　今後の見通しといたしましては、北海道経済は、新型コロナ
ウイルス感染症による影響について見通しが立たず、さらに国
際情勢や円安の影響を受けてインフレが進行するおそれもあ
り、景気の先行きは不透明な状況が続くものと予想されます。
当業界におきましては、お客様の節約志向や人口減少の影響
を受けて消費が伸び悩むなかで、原材料価格やエネルギーコス
トの高騰と賃金の上昇が今後も見込まれ、経営環境は厳しさ
を増すものと予測されます。
　このような情勢下におきまして、当社は、「おいしく、北海

道らしく。」の方針のもと、生産・販売が一体となり各部門の
小委員会活動を活用して製品施策・営業戦略を着実かつ迅速
に実践・実行・実証するとともに、全社を挙げて生産、販売、
管理の各部門、各現場に即した５Ｓ活動を徹底し、業務の効
率化と安全安心な職場づくりの両立といった内部管理の充実
に努め、経営課題に着実に対処してまいります。また、今後も
引き続き、お客様のニーズに即応した製品の開発と積極的な拡
販に取り組み、業績向上をめざしてまいります。

区分別の売上高構成比

菓子パン
34.0％　
2,932百万円
［対前期比101.8％］

売上高合計
8,631百万円

対前期比
101.7％

食パン　16.2％
1,396百万円
［対前期比102.2％］

和菓子　20.0％
1,725百万円
［対前期比102.5％］

洋菓子　5.6％
483百万円
［対前期比90.6％］

調理パン・
米飯類　22.0％
1,902百万円
［対前期比104.4％］

その他仕入商品　2.2％
192百万円　［対前期比96.0％］

財 務諸表 （2022 年９月 30 日現在）

貸借対照表（要旨）
期別

科目

当第2四半期
2022年4月１日から

2022年9月30日まで

前第2四半期
2021年4月１日から

2021年9月30日まで
増減

売上高 8,631,564 8,486,493 145,071

　売上原価 6,206,040 6,091,632 114,408

売上総利益 2,425,523 2,394,860 30,663

　販売費及び一般管理費 2,282,539 2,255,258 27,281

　　販売費 1,859,242 1,844,835 14,407

　　一般管理費 423,297 410,423 12,874

営業利益 142,984 139,601 3,383

　営業外収益 41,613 16,756 24,857

　営業外費用 13,373 14,862 △ 1,489

経常利益 171,224 141,496 29,728

　特別利益 2,034 2,533 △ 499

　特別損失 5,553 6,973 △ 1,420

税引前当期純利益 167,705 137,056 30,649

　法人税等 58,400 38,000 20,400

当期純利益 109,305 99,056 10,249

期別

科目
当第2四半期末
2022年9月30日現在

前期末
2022年3月31日現在 増減

流動資産 4,933,196 4,716,167 217,029
固定資産 9,517,711 9,590,285 △ 72,574
資 産 合 計 14,450,908 14,306,452 144,456
流動負債 4,840,480 4,950,123 △ 109,643
固定負債 4,642,662 4,477,545 165,117
負 債 合 計 9,483,142 9,427,668 55,474
株主資本 2,019,418 1,941,690 77,728
　資本金 1,051,974 1,051,974 ―
　利益剰余金 982,586 904,679 77,907
　自己株式 △ 15,142 △ 14,962 △ 180
評価・換算差額等 2,948,347 2,937,093 11,254
純 資 産 合 計 4,967,765 4,878,784 88,981
負 債 純 資 産 合 計 14,450,908 14,306,452 144,456

キャッシュ・フロー計算書（要旨）
期別

科目
当第2四半期
2022年4月１日から
2022年9月30日まで

前第2四半期
2021年4月１日から
2021年9月30日まで

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 491,310 392,450 98,860
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 258,957 △ 173,234 △ 85,723
財務活動によるキャッシュ・フロー 118,534 111,928 6,606
現金及び現金同等物の増減額 350,888 331,145 19,743
現金及び現金同等物の期首残高 2,189,824 2,296,168 △ 106,344
現金及び現金同等物の期末残高 2,540,712 2,627,313 △ 86,601

損益計算書（要旨） （単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

営 業の概況

上半期の概況

通期の見通し

上半期の概況

通期の見通し



調理パン・米飯

菓子パン
『北の国のベーカリー』
コロネが新しくなりました

製 品情報

　当社では、近年お客様の需要が高まっているチルドデザー
トの新製品開発を積極的に取り組んでおります。
　「北海道牛乳のケーキ」シリーズは、北海道産の牛乳を使用
した口どけの良いムースと、ふんわりスポンジで仕立てた２
層ケーキです。お求めやすい価格で、お気軽にお楽しみいた
だけます。また、「ぶ厚いロールケーキ」シリーズは、しっと
り生地でたっぷりクリームを巻いた、厚さ約4.5cm あるボ
リューム満点のロールケーキです。
　他にも様々なチルドデザートをご用意しております。ぜひ
ご賞味ください。

　「具だくさんおにぎり」シリーズは2018年11月に発売以来、
食べ応えのあるおにぎりとしてお客様にご好評いただいてお
り、新製品も数多く発売しております。ぜひご賞味ください。
　本年４月に発売した「海老天むす」は、見た目、味ともにイン
パクトのある逸品で、お客様からご好評をいただいております。
　「絹艶サンド」は、しっとりとやわらかな食感の「絹艶」を耳
まで余すところなく使用した、ボリューム満点のサンドイッチで
す。期間限定品も続々発売するなどして豊富に取り揃えており
ます。

北海道牛乳の
レアチーズケーキ

海老天むす（２）具だくさんおにぎり
和風ツナマヨ 絹艶サンド

照焼チキン＆たまご

絹艶（6枚入）

その他の製品情報はホームページからもご覧いただけます。スマートフォンからの閲覧もできます。➡ http://www.nichiryo-pan.co.jp/

　「しっとり、耳までやわら
か」な食感が特徴の「絹艶」は、
2005年の発売以来多くのお
客様からご支持、ご愛顧をい
ただいております。本年7月
にはふんわりソフトな口どけ
の「絹艶」の山型を発売しまし
た。しっとり、やわらかな食
感との両立を実現した新しい
山型食パンをぜひ、お試しく
ださい。
　「絹艶」シリーズは、今後も
毎日食べても飽きのこないお
いしさを追求し、品質向上に
努めてまいります。

絹艶  山型（６枚入）

『絹艶』のラインアップを
ホームページに掲載してお
ります。▶

　当社の定番菓子パンである北の国のベーカリーシリーズは、
手包みで丁寧に焼きあげた高品質な製品であり、子どもから
大人まで幅広い層のお客様からご好評いただいております。
７月にリニューアルした「チョココロネ」は、生地配合を見直
してしっとりやわらかな生地になりなめらかなクリームとの
相性の良さがアップしました。
　バラエティ豊かな品揃えで、その日の気分に合わせてお召
し上がりいただけます。

しっとりあんぱん
（こしあん）

しっとりダブル
金時豆パン

しっとりクリームパン
（ミルク）

リニューアル

チョココロネ

　The Takasui シリーズは、当社独自の多加水製法によっ
て実現した「しっとり・もっちり・歯切れが良い」パン生地が
特徴で、本年4月にはドーナツ3品を発売しました。生地の
加水量を高めることで、やわらかくしっとりもちもちとした
食感をお楽しみいただけます。ぜひ、お試しください。

しっとり、もっちり食感の
『The Takasui ドーナツ』

黒糖あんドーナツ あんドーナツ クリームドーナツ

ぶ厚いロールケーキ

食パン
『絹艶』から山型食パンが登場

新発売

しっとり極饅頭
黒糖

　極
きわみ

和菓子シリーズは、生地の加水量を高めることで「しっと
りなめらかな口どけ」を実現した製品です。饅頭、大福のほか、
本年8月に新たに「しっとり極蒸しパン」を発売しました。香
り豊かで歯切れがよくぷるんとした食感で、あっさりとした
味わいをお楽しみいただけます。

しっとり極饅頭
よもぎ

やわらか極大福
豆

やわらか極大福
草

しっとり極蒸しパン
黒糖

しっとり極蒸しパン
よもぎ

しっとり極蒸しパン
マーラーカオ

和菓子
しっとりなめらかな『極

きわみ

和菓子』シリーズから蒸しパン発売

洋菓子
　　　　　　　　　チルドデザート新製品のご紹介おいしさいろいろ

その他のラインアップ
はホームページに掲載
しております。▶

バラエティ豊かな品揃え



商 号 日糧製パン株式会社
本店所在地 〒062-8510　札幌市豊平区月寒1条18丁目5番1号
設 立 1946（昭和21）年５月16日（創業1943（昭和18）年）
資 本 金 1,051百万円

事 業 内 容 パン・菓子・米飯等の製造および販売
ならびにその他食料品の販売

拠 点 札幌、旭川、釧路、帯広、北見、函館、青森
従 業 員 数 678名 

（注意事項）
※本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断したものです。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業

績はこれらの予想数値と異なる場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資などの判断を行うことは差し控えてください。

◆配当金は「口座振込」による受取が便利です

●�証券会社に口座を開設されていない株主様の株式は、当社が
みずほ信託銀行に開設した「特別口座」で管理されています。
●�特別口座の株式については、市場で売買をすることができません
（単元未満株式の買取請求を除きます）。
●�このため、証券会社にご本人名義の口座（証券口座）を開設し、
特別口座から証券口座への株式の振替をお勧めします。

証券会社の口座お持ちですか？

株 式情報 　（2022年９月30日現在）

株式の状況

（※株式数および比率は表示単位未満の端数切り捨て）

大株主（上位10位）
株主名 持株数  持株比率

山 崎 製 パ ン 株 式 会 社 628　 29.8
日 糧 取 引 先 持 株 会 330 15.6
株 式 会 社 Ａ Ｄ Ｅ Ｋ Ａ 105 5.0
株 式 会 社 北 洋 銀 行 103 4.9
相 馬 商 事 株 式 会 社 82 3.9
日 糧 従 業 員 持 株 会 78 3.7
株 式 会 社 田 中 食 品 興 業 所 24 1.1
株 式 会 社 セ コ マ 21 0.9
メ デ ィ パ ル フ ー ズ 株 式 会 社 18 0.8
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 17 0.8

千株 %

株主メモ

8,400,000 株
2,103,948 株

2,039 名
　　　 （うち単元株以上の株主数　1,698 名）

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月

基準日 ３月31日　�その他臨時に必要がある場合は、あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
公告方法 電子公告（当社ホームページに掲載）

http://www.nichiryo-pan.co.jp/ir/koukoku.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告による公告が
できない場合は、北海道新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 札幌証券取引所（証券コード：2218）

株主優待
毎年3月31日（基準日）現在の株主名簿に記載され
た1単元以上を保有の株主様1記名に対して、販売
価格2,000円相当の当社製品をお送りいたします。

配当金受取っていますか？

株式数の所有者別分布状況

株主の地域別分布状況

金融機関 6.4%（4名/136千株）
証券会社 0.3%（7名/8千株）
自己名義株式 0.5%（1名/10千株）

その他
国内法人
54.3%
（106名/
  1,142千株）

個人・その他
38.2%

（1,921名/805千株）

北海道
47.1%
（754名/
  991千株）関東

45.5%
（716名/959千株）

東　北 1.1％（49名/23千株）

中　部 1.4％（210名/30千株）

その他 1.4％（125名/29千株）

近　畿 3.2％（185名/68千株）

詳細はこちらから▶

当社ホームページ▶

会 社の概要 　（2022年９月30日現在）
監査役取締役

代表取締役社長
代表取締役副社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

𠮷田　勝彦
酒井　光政
渡　　賢司
中村諭紀雄
塩見　佳久
吉田谷良一
大沼　晃二
那須　英幸
山本　隆行

常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

吉沢　武治
實重　洋祐
石川　　哲

（注）山本隆行氏は社外取締役、實
重洋祐氏と石川哲氏は社外監
査役であります。

証券会社等に口座
をお持ちの場合 証券口座をお持ちでない場合

・住所変更
・株式配当金受取
方法の変更等

お取引の証券会
社等へ

みずほ信託銀行
証券代行部
ホームページ▶

◆フリーダイヤル
0120-288-324
（土・日・祝日を除く
� 9:00～17:00）
◆電子提供制度専用ダイヤル
0120-524-324
（土・日・祝日を除く
� 9:00～17:00）

・未払い配当金
・その他みずほ証
券の株式関係書
類について

右記の各種窓口
まで

・株主総会資料
の電子提供制
度（書面交付請
求）についての
お問い合わせ

お取引の証券会
社または右の各
種窓口まで

株式に関するお問い合わせ先

①発行可能株式総数 
②発行済株式総数 （普通株式）
③株主数


